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令和元年度スマート林業構築普及展開事業 
報告会 （令和２(2020)年２月２５日） 
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協議会の実施体制と対象エリア 山口県 

原木市場・県森連共販所

森林バイオマスセンター

山口北部木材センター
(H29年度～）

30

Â３０年度及び令和元年度当初は、山口
北部木材センターの集荷範囲の県北部
地域を対象 

 
Â３年目以降、成果を全県へ段階的に展

開しつつ、メンバーを拡大 
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やまぐちスマート林業実践対策の全体像（３ヶ年） 山口県 

ǀ˗ ǁ 
    ͑ . ʠm3 Ṕ 
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令和元年度/ 協議会における主要な５つの取組 山口県 

   
      ᷂ʣɪɶȴ ᶅOWLǵ  
         ѫ ǲȏȒ  
 

             ɇɫɶɱɪɶȴǲȏȒ ɵ  
      ὕ  
 

 
            Ḹ ȵȷɄɞȋῇᶽḹ  
         ȵȷɄɞǵᾚЊ 
 

 
      ǿǵ ɵ  
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            Ḹ֗Ǻї ῇ 
     ᶽḹ Ḹ ǵВ  
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  ᾚЊ  
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スマート林業機器の実践的活用に向けた活動① 山口県 

  
Ʀ ̝ɵӲ ̝ǲȏȒ˗ ǵ ὑ 

₳ 30 ₴↓ 
 ȫɁȭȨɓɝɶɄȡɱȮ  

̉ᴇϷ₴↓ ᶥ ̝  
₳ 30 ₴↓ 

       ᶥӲ ̝  

Ʀ᷂ʣɪɶȴ ᶅǲȏȒ ǀᾚЊ ʹ̝ǯ ʦǁ 

᷂ʣɪɶȴ ᶅOWLᾚЊ ʹ̝ ₳ 30 ₴ 30 31  ǲȏȒ ǵ Ϸӓ  
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スマート林業機器の実践的活用に向けた活動② 山口県 

  
Ʀɇɫɶɱɪɶȴș ǋǦ ǀ ἶ̝ ǁ 

Ḹ֛ ǲǒǒȒɇɫɶɱɪɶȴ ἶ̝ ̉ᴇϷ₴ 25 ɵקӳ⁸ ῇ᷂Ӣ  

ƦȽɔɪɁɆș ǋǦ ᷂GIS Ḹǵ ǯ Ḹ  

‼/ Ḹ ȵȷɄɞ ᾚЊǲ͜ȒɅɠ ʹ̝֗Ǻ ˧ ̝  
ֳ/ ᵣ ҵ ȵȷɄɞ ῇ֥ ᾍꜘḌ ᾚЊǲ͜Ȓѫ ʹ̝  

 ʣ ̉ᴇϷ₴ 23 Ʋʤ ̉ᴇϷ₴10 30  
 

ȽɔɪɁɆǲȏȒ ᷂GIS ̸ ʹ̝ 
          ̉ᴇϷ₴ 19 21  
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スマート林業機器の実践的活用に向けた活動③ 山口県 

    
Ʀ ̂ǔɍɶɗȷȽș ǋǦ ǀ ̸ ἶ̝ ǁ 

ɍɶɗȷȽ ȵȷɄɞ ᷂Ʌɠ ʹ̝ ̉ᴇϷ₴ 2 ɵ ⁸Ẏ ῇ᷂Ӣ  

Ʀֺ ̝ǵʺσ֗Ǻ ₉  

ICT Ὥ ̝ ₉/ͬ″Ẏἶɵқ  
               ₳ 30 ₴12 19  

ᵣ Ӳ̝ ʴᶮɵᶤᶮɔɫɁȭӲ ̝/OWL ὕ  
               ̉ᴇϷ₴10  
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令和元年度/ 取組の紹介 その１ 山口県 

ǀ֝ ūǁɇɫɶɱɪɶȴ ᷂ǲǑǘȒʺ̛ᶧ᷂ ὑǵҲǔ 

ƞɇɫɶɱɪɶȴ ǵ  

 ὕ   ̉ᴇϷ₴ 11  

 ḹ   ⁸′ʣ 16.12ha  

ƤʺǱ֝♬ɅɶȽ 

  ɵШ ȨɩȻӓ  

  ɵ᷂◐ɅɶȽ 

  ɵ ǵ Ʋ Ʋ ♄Ʋ  

ȨɩȻ ϑ  

Ḩ ᶫ  

ȨɩȻ ϑ Ӵ ɵ Ẏ  
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令和元年度/ 取組の紹介 その１ 山口県 

ɅɶȽ șѫ ǞǭĢ 

Ƥɇɫɶɱɪɶȴ  

łǀ֓ ǁ ɅɶȽșḨǲǞǦ  

ID

a

◙כ꜠

b (b-a) ( )1-b/a a

◙כ꜠

b (b-a) ( )1-b/a

1 ⱥⱡ◐ 15054 18.3 21.9 3.6 3.6 -19.7% 15.6 14.9 -0.7 0.7 4.5%

2 ⱥⱡ◐ 14896 20.5 22.1 1.6 1.6 -7.8% 15.8 15.1 -0.7 0.7 4.4%

3 ⱥⱡ◐ 14858 18.8 22.3 3.5 3.5 -18.6% 15.8 15.1 -0.7 0.7 4.4%

4 ⱥⱡ◐ 14921 23.4 23.7 0.3 0.3 -1.3% 16.5 16.1 -0.4 0.4 2.4%

5 ⱥⱡ◐ 15082 15.2 20.4 5.2 5.2 -34.2% 13.9 13.9 0.0 0 0.0%

6 ⱥⱡ◐ 15106 22.6 22.2 -0.4 0.4 1.8% 15.5 15.1 -0.4 0.4 2.6%

19.8 22.1 2.3 2.4 -13.3% 15.5 15.0 -0.5 0.5 3.1%

15.2 20.4 -0.4 0.3 -34.2% 13.9 13.9 -0.7 0.0 0.0%

23.4 23.7 5.2 5.2 1.8% 16.5 16.1 0 0.7 4.5%

⁷cm
Ƥɇɫɶɱɪɶȴ ᷂ɕɫɁɆ  

Ƥ ǵ  
  ǵ ὑ Ʋ ᷂   
Ƥѫ Ǔ ǟǦѫ ɟɨɁɆ  
    ɵǰǚǲƲǰȓǗȐǋǵ ǓǉȒǒƳ 
  ɵ ḹ Ǔ ǲ ὑǮǔȒƳ 
  ɵ ʣǮ ↓ ḸǓǉȒǦȈƲ ᷂  
   ȉҧ ǲǱȒƳ  
Ƥ  
 Ʀ ᾍҧ ƲƦ ǮǔȒ˲ ǵ  

ȻɓɆFRDǯ ֻǢǭĢ 

Ƥ ḹȨɘɪɶȽǵ  
 ɵFRD ɩɶɆǶƲ Ǵ ǋḹ ș Ǫ 
  ǭǋȒƳ 
 ɵ Ǔὄ͔ǮǮǔǭȉƲ їǞȋǠǋɩɶ 
  ɆǮǱǋǯƲ ǵɆɶȽɩȱȷɆ 
  Ƕ ǖǱȒƳ 
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令和元年度/ 取組の紹介 その２ 山口県 

ǀ֝ Ůǁ ԍ SCMȵȷɄɞ ǲׄǘǦҲǔ 

■山口県森林組合連合会・藤田事業アドバイザー（山口大学経済学部）・事務局 
  →作業部会（令和元年12 月末まで計５回）を開催し、スマート林業機器等を活用しつつ 
    構築する県原木SCMシステムの方向性を議論 
■令和２年３月上旬を目途に一定機能を有したシステムを協議会員に公開 

►ѧǵ ỡ 
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令和元年度/ 取組の紹介 その２ 山口県 

͑ ζǵǱǓȓ 

ζǵǱǓȓ 

̸ ̝ș Ǟǭǵ ỡ 

 
 
■ スマート林業機器の位置づけを見直し 
■ イニシアチブをとる主体として、山口県森林組合連合会を中心とした情報収集・発信体制 
   の明確化 
■ クラウド空間の創出ではなく、現行システムを生かした構成を選択 
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令和元年度/ 取組の紹介 その２ 山口県 

ǵʝ͈ 
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＜個別目標①＞スマート林業機器等により事業地160ha/ 年を確保 山口県 

RϷ.12 ᷀ 

   
  ῑᶮ⁸Ᵽ⅓ 

  1.10ha  

  ＜POINT ＞「地上レーザ計測器OWL 」及び「ドローンレーザ/ 写真計測」による立木在庫化 

  ֻ 
  ʤ ⁸  

  0.99ha  

         ⁸ɵ           ⁸ɵ       
ӳ⁸ק     Ƶʠ       קӳ⁸ Ƶʠ 
        1.24ha        13.43ha  

  ֻɵ  
  ⁸Ẏ  

  1.20ha  

  ⁸ 
  ⁸ͻῇ/  

  8.40ha  
    ֻɵ         ֻɵ      
    ⁸′ʣ ԍ          ⁸′ʣ  
        4.00ha          16.12ha  

 ①地上レーザ計測器OWL の貸与による県下各地の計測     
   平成30 年度：山口県森林組合連合会が協議会員施業地７箇所を計測 
   令和元年度：協議会員もしくは協議会員外で利用を希望する者に貸与し、計測  
 ②ドローンレーザ・写真による県下各地の計測     
   平成30 年度：レーザ/ 阿武町、写真/ 周南市で計測 
   令和元年度：レーザ/ 周南市・萩市で計測 

RϷ₴↓ 
46.48ha ǵ ᷀↕ӓ  
Ħ₳ 30 ₴↓/35.03ha  
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＜個別目標②＞現地調査、施業集約等にかかる人件費を30 ％削減 山口県 
  ＜POINT ＞事務局が人役削減効果等を検証後、協議会などで報告 

  【地上レーザ計測器OWL の精度・効率・効果検証例その１】 ※県下複数箇所で実施 

ɕɫɁɆКǵ ֵ ὑ ♄  ɕɫɁɆКǵ ̸̛  ɕɫɁɆКǵOWL  

̛ǱǞ ̛ǉȑ

̸ ˲ ˲ 2 3 3

̸ ѝ 52 65 145

̸ ҧ ǀ ǁ 279 223 100

̸ 5.6 7.4 20.1

̸ ҧ ǀ ǁ 359 272 100

̸ ├˲ ˲ 1.4 2.8 7.5

̸ ҧ ǀ˲☻ǁ 538 272 100

̸ ├˲ ǶƲg`ǉǦȑ̸ ș Ǯ ǞƲ̸ ˲☻șˆǟǭ ї

Ӣѝ
᷂ʣɪɶȴ

ɕɫɁɆ

g`ǉǦȑ

̛ǱǞ ̛ǉȑ

˲̏ Л 16,800 33,600 90,000

ѹ Л 73,200 56,400

ѹ 81 63

˲̏ ǶƲg`ǉǦȑ̸ ├˲ ǲҥҵӴ͔01ӧЛșˆǟǭ ї

g`ǉǦȑ

Ӣѝ
᷂ʣɪɶȴ

ɅɶȽ ʝ  

  OWLѫ Ʋ ƵǱ᷂◐ ̏ ǵ 
  ǲǑǘȒ˲̏ ѹ ҧ  
            
            ₳᷈ Ҋ 

 
 
■ 調査プロット内で従来型の毎木調査を実施し、作業時間を計測 
■ 調査プロット内で、作業員が除伐作業とOWL 計測を実施し、作業時間を計測 
■ 取得データから、「立木データ精度」、「作業効率/ 人件費削減効果」を検証     

  OWL
ha№√╡1 №√╡1 №√╡

  
ha№√╡1 №√╡

ha h:m m:s h:m/ha h:m:s/h:m:s/ ha h:m h:m/ha h:m:s/
A ☻◑ 2019/5/13 1.08 1041 5:00 140 4:37 0:00:17 0:02:09 2019/8/8 0.13 122 2:30 19:13 0:01:14 24.1% 23.4%
B ⱥⱡ◐ 2019/11/15 0.09 98 0:33 25 6:06 0:00:20 0:01:19 2019/11/28 0.09 98 1:29 16:28 0:00:54 37.1% 37.1%
C ☻◑ 2019/12/4 0.10 147 1:10 32 11:40 0:00:29 0:02:11 2019/12/13 0.10 147 3:30 11:00 0:01:26 33.3% 33.3%
D ⱥⱡ◐ 2020/2/5 0.05 41 0:14 11 1:57 4:40 0:00:20 0:01:16 2020/2/6 0.05 41 0:48 16:00 0:01:10 29.2% 29.2%
E ⱥⱡ◐ 2020/2/5 0.07 43 0:21 15 2:27 5:00 0:00:29 0:01:24 2020/2/6 0.07 43 0:38 9:02 0:00:53 55.3% 55.3%
 6:24 0:00:23 0:01:53 19:09 0:01:07 35.8% 31.3%

a/b

ha№√╡1 №√╡ 

◙כ꜠ (a)  (b)

ł ̏Ƽ̸ ᴣ /׀ ̛ǱǞƽǮ  

ŀ ̏Ƽ̸ ᴣ /׀ ̛ǉȑƽǮ  
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＜個別目標②＞現地調査、施業集約等にかかる人件費を30 ％削減 山口県 

Ŭ ̛♥ ū ǵȆ ̛ Ū ̛Ѽ 

ǀ᷂ʣɪɶȴ ᶅOWLǵ ↓ɵҧ ɵҧ ͈Ǥǵ ǁ 
  0.1ha ǵֿɕɫɁɆКǮƲ ̛ǵ▌↓șẀǏǭ ǲȏȒOWL ↓ ͔șὕ  

ǋ     Ŀ     ר     Ł     ǋ 

̛ ̛♥ 

[ ]  87  97  

Ὥ↓[ /ha]  934  1053  

₳᷈ ♄[cm]  29.6  26.2  

₳᷈ [m]  17.4  18.1  

₳᷈ ʤ [m]  11.5  13.2  

[m3]  55.9  51.4  

Ū ̛Ѽ 

  ƨ ֻʥ֯ 

ū ǵȆ ̛ 

  ƨɅɶȽǓ ֻɵ ǮǔǦǯǞǭȉƲ  

   ⁪Ǔʝὑ ↓ ǟȒ DBH/ ʘ ↓  

Ŭ ̛♥ 

  ƨ ̬ Ʋ ♄ǲẎǔǱ ⁪ǱǞ 

 

   

↓ ͔ǵ  
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＜個別目標②＞現地調査、施業集約等にかかる人件費を30 ％削減 山口県 
OWL ♥ǵᶫʣ  

̛ǵḹֻ  Ћǭ ̛ǵḹֻ  

ǯǞǭ ֻǢǡ 

♄Ǔ Ẏ 
 

 
 
Â 個別目標との比較 
    人件費30 ％削減＜OWL 利用時/ 約30 ～40 ％削減（除伐状況が左右） 
■ 協議会のスタンス 
    ●一般の素材生産業者等に普及するからこそ、 
                「自前で」削減効果等を調査・研究し、「段階的に」実践・周知する 
    ●事務協議会を通して、「より使いやすくする工夫」や調査・分析テーマを収集 
■ 今後の動き 
     ●地上レーザ計測器OWL を１台から複数台（例：県を３区分にして域内共有）へ 
    ●ドローンレーザの削減効果等を積み重ね検証 
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＜個別目標②＞現地調査、施業集約等にかかる人件費を30 ％削減 山口県 

     【普及展開に向けた研修の立案】 
       性質の異なる実証地でのOWL 計測・解析実習 

̛ǉȑ ̛ǱǞ 

ƨֺὕ ᷂ǯȉ ɛȢɱɆș ὑ Ƴ 

ƨ ѝǘ ͜ǱǖƲֺ Ǭǫ ̱ Ƴ 

ƨ ɛȢɱɆǶƲֺὕ ᷂ǯȉƼĨ ƽ ƼĨ ƽȅǮ 

 ǵ Ƴ 

ƨὕ ᷂Кǵ ǲǫǋǭƲ˗Ѽǲ ♄ǵ Ƴ 

 ♥Ʋ Ǜǯǲ ǞƲ OWL ǯ  

 ș Ƴ 

ὕ ᷂ ̛ǉȑ ὕ ᷂ ̛ǱǞ

ł ł

NVK ὕ ⁪ѝ ⁪ ᾍΙ NVK ὕ ⁪ѝ ⁪ ᾍΙ

1 37.5 35.3 2.2 2.2 1 31.1 27.9 3.2 3.2

2 33.9 32.4 1.5 1.5 2 36.2 31.9 4.3 4.3

3 22.9 22.5 0.4 0.4 3 27.0 26.2 0.8 0.8

4 27.2 26.6 0.6 0.6 4 39.9 25.6 14.3 14.3

5 32.4 30.5 1.9 1.9 5 49.7 39.2 10.5 10.5

6 26.0 25.3 0.7 0.7 6 23.9 24.3 -0.4 0.4

7 20.9 25.3 -4.4 4.4 7 25.7 25.3 0.4 0.4

8 28.3 27.9 0.4 0.4 8 25.2 26.5 -1.3 1.3

9 29.1 28.8 0.3 0.3 9

10 23.0 23.2 -0.2 0.2 10 28.3 27.9 0.4 0.4

11 32.3 32.9 -0.6 0.6 11 29.7 28.3 1.4 1.4

12 26.9 26.8 0.1 0.1 12 28.1 27.3 0.8 0.8

13 22.8 22.9 -0.1 0.1 13

14 31.1 31.3 -0.2 0.2 14 36.3 35.8 0.5 0.5

15 31.3 31.1 0.2 0.2 15 41.6 35.6 6.0 6.0

16 36.4 37.2 -0.8 0.8 16 29.7 29.2 0.5 0.5

17 33.4 34.5 -1.1 1.1 ᾛ -1.3 0.4

18 25.2 24.3 0.9 0.9 Ẏ 14.3 14.3

19 27.0 25.9 1.1 1.1 ₳ ᷈ 3.2

20 31.4 30.5 0.9 0.9

ᾛ -4.4 0.1

Ẏ 2.2 4.4

₳ ᷈ 0.9

ֵ
♄Zbl\♄Zbl\

ֵ

Ƽ ̛ǉȑƽ 

 Ń₳᷈ ⁪ 0.9 ʘ  

Ƽ ̛ǱǞƽ 

 Ń₳᷈ ⁪ 3.2 ʘ 

ȵɶɆ 

̛ǉȑ ̛ǱǞ 
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山口県 

 
 ǀὕ ǁ  
       
    Ħ Ḹ /ῇᶽḹ ȵȷɄɞș ǋǦ ̸ ȵȷɄɞǵ ᵎ 
                     
 
 
 
 

                + 
    
    
   
 
    

  ʝ ˹₴↓ ₴↓ ḹIOT ᶅ ֻ ὕ  
  ʺ ḹ̸ ҧ ᵎ ֗ ὕ ҧ ӓ  

＜個別目標③＞素材生産性50 ％向上、配送コスト45 ％削減 

  ＜POINT ＞事業体の業務管理システムと現場RTK 情報の活用 

GNSS ș ǲ̂ʦ 



計画 

境界管理 資源管理 施業計画・
提案 

その他 
(情報基盤) 
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協議会の各種取組における実証結果の位置づけ 山口県 

 
○タブレットを利用したアプリによる効率化 
【森林簿等の閲覧アプリ搭載】        【森林経営業務管理システム】 
 ・施業区域の迅速な確定補助       ・日報/稼働機械管理の電子化に伴う 
 ・現地における所有者への区域提示補助  ボトルネックの把握 
                          ・コスト意識の向上（各自のスマホ利用） 

計画 

境界管理 資源管理 施業計画・
提案 

その他 
(情報基盤) 

 
○地上レーザ計測器OWL やドローンレーザ等による立木在庫の見える化 
【地上レーザ計測器OWL】         【ドローンレーザ】 
 ・人件費/約30～40％削減        ・精密な林相区分図を用いた施業計画   
 ・解析図を用いた所有者説明資料の    の策定 
 作成補助                   ・路網設計DEMデータの取得/活用 



素材生産・販売 

伐採 造材 集材・ 
運材 

検知 路網整備 生産性 
管理 

機械全般 販売・ 
流通 

その他 
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協議会の各種取組における実証結果の位置づけ 山口県 

○最適採材システム搭載・林業機械の活用及びIOT 機器を用いたRTK 集材/ 運材 
【最適採材システム】            【現場IOT機器】 
 ・機械オペレータによる造材補助     ・造材木位置情報のリアルタイム把握による 
 ・集材量把握による生産計画のリマスタ  輸送効率の削減 ※３ヶ年目に実践 

素材生産・販売 

伐採 造材 集材・ 
運材 

検知 路網整備 生産性 
管理 

機械全般 販売・ 
流通 

その他 

○原木SCMシステムを介した需要・供給情報の共有 
【原木SCMシステム】             
 ・（スマート林業機器等の）資源量把握情報の共有による林産計画の策定補助 
 ・原木在庫の円滑な流通に向けたマッチング効果 
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山口県におけるスマート林業の普及展開に向けて 山口県 

šȷɜɶɆ ǵ Ţ 
 ɵʠ /ʠЋǮǶǱǋ ǵ ʣ  
 ɵ ̓Ǎʺ̱ ǲȏȑƲѫ ǞȋǠǋɠɌ 
  ǵ Ǔ ǱȒ 

 
Ƥѫ ֯ ǵר  
 Ƽ̲ǲ̓ǏȒǵǒƽƲ 
 ƼǚǵȏǍǱ̓ǋ ǱȐ ǋƽ 
Ƥ ǵ  
 ƼǚǚǓ ǜȓȓǷ ǮǔȒƽ 
 Ƽ ֻǢǭ̓ǏǷƲ ᶧ̱ǲ ֻǠȒƽ 


